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　従来、情報システムとはコンピュータや入出力装置などのハードウェア、およびその上で走行するソフト
ウェア・プログラムから構成されるものという認識が強かった。しかし情報システムが広まるにともない、
このような捉え方では社会に十分適合できなかったり、社会と齟齬が生じる事態が発生している。これら
を解決していくには、人間の情報行動を理解し、総合的な価値基準のもとに概念を組み立てたり、社会
的影響について考える必要がある。このような状況に対し本年 4月に情報システム学会が設立され、9
月にはその基盤的考え方を示すため「生圏情報システム」研究会が活動を開始した。生圏とは倫理学の
領域で提示されている概念で、自然と、科学技術を基にした多くの人工物、さらには多様な文化に支え
られた人間の新しい環境とを合わせた、新たな人間の生息圏を指す。本研究会は、人間が環境をどのよ
うに認識し、どのような思考プロセスで対応・行動してきたかを整理し、生圏での情報システムのあるべ
き姿とその構成の道筋を探る。これらは情報システム学の基盤となり、情報社会における学問や技術の
基本的考え方となっていく可能性をもつものである。
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　本年４月に設立された情報システム学会（会長：
北城恪太郎 日本 IBM会長）では、９月から、倫理
学の領域で提示されている「生圏」という概念に
おける情報システムのあるべき姿と、その構成の
道筋を考える「生圏情報システム」研究会が活動
を開始した。生圏とは、自然と、科学技術を基に
した多くの人工物や多様な文化に支えられた人間
の新しい環境とを合わせた新たな人間の生息圏を
指す。
　従来、情報システムとはコンピュータや入出力
装置などのハードウェア、およびその上で走行す
るソフトウェア・プログラムから構成されるもの
という認識が強く、情報システム学の中心はコン
ピュータ・サイエンスやプログラミング技術など
と考えられることが多かった。情報システムが単
に効率化を目指し、人間や社会活動の一部を自動
化するという段階では、これでも大きな支障は生
じない。しかし情報システムの適用領域が広まる
にともない、このような捉え方では社会に十分適
合できなかったり、齟齬が生じる事態が発生して
いる。たとえば情報システムを導入しようとする
組織は漠然とした意図はあっても、システムの必
要要件を明確に示せない場合がある。そのような
時には、まず対象組織を十分に観察し、情報シス
テムの導入により解決すべき課題の本質を明らか
にしなければならない。あるいは情報システム化
の対象業務が本来の目的をどの程度達成している
か把握し、業務そのものを見直し、時によっては
その業務の必要性自体を考えるといった踏み込ん
だ検討が求められることもある。このような場合、
まず対象を情報の蓄積や流通、交換などの視点か
ら分析し、システムとして望むべき姿を描写する
必要がある。その中から必要な部分に情報技術を
導入するのである。それには、対象を客観的に把握
し合理的・論理的に記述し表現できなければなら
ないが、我が国のソフトウェア技術力が脆弱な原
因の１つにあげられているように、このようなこ
とに関する思考法や方法論がまだ十分には成熟し
ていない。
　新規に設立された情報システム学会は、情報シ
ステムの構築や活用の基盤として、人間の情報行
動を理解し、総合的な価値基準のもとに概念を組
み立て、社会的影響について考える必要があると
いう前提に立ち、それらの方法論を学際的な ｢情
報システム学 ｣として体系化し、実社会で活用さ
れることを目指す。人間の情報行動を理解し、広
い視野から創造的な情報システムを開発するため
に求められる人材能力の明確化や、それを身に付
けるための育成カリキュラムの検討なども予定し
ている。情報分野は、変化が極めて速く、学界よ
り産業界が先行するケースも多いため、社会のニ
ーズに的確に応える人材育成に向けて実務家と教
育機関との交流促進方法も検討している。
　こうした取組みの中で生圏情報システム研究会
は、人間が環境をどのように認識し、どのような
思考プロセスで対応・行動してきたかを整理し、
生圏での情報システムのあるべき姿とその構成の
道筋を探る。これはこれからの情報システム学研
究の基盤となるもので、人間や社会活動の把握を
基点とする情報システム学の研究推進に不可欠で
あり、そこでの成果は情報社会における学問や技
術の基本的考え方となる可能性を持つものである。
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